
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス
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P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

柄卜　八刃（ツカウラ　ヤイバ

モルフェウス
モルフェウス

格闘家

22

感染

義理の両親

闘争

喪失

放浪者

男

32

恩人
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0
0
0
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38
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噂話 3

骸刀 白兵
白兵
　　

3r+10
3r+10

0

3
3

17
23

インフィニティウェポン（14+聖者の遺骨（5
インフィニティウェポン（15+聖者の遺骨（10

0 0

遺産伝承者
PU(師：木珠
WH(のうれむ

尊敬
庇護

悔悟
悔悟

思い出の一品
リーサルシャイン

4 2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

インフィニティウェポン

咎人の劔

カスタマイズ

マルチアクション

パーフェクトコントロール

超越者の眼力

★

0

2

7

5

5

1

1

★

-
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2

3

4

2

3

4

1

オート

気絶時

マイナー

メジャー

メジャー

マイナー

オート

視界

-

至近

シーン

自身

範囲選択

自動

自動

白兵

白兵・射撃

判定直前

意志

-

↓100

80↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻撃LV+7　ガード3

インフィ装備時、攻撃+LV*5

ダイス+LV

エフェクト以外の行動を行う　シナリオLV回

達成値+10、HP-5、シーン1回

シナリオLV回

承久2年から来た

幼い頃家族で旅行にいった先の森で獣に両親を殺され、自身も命を落としかける。
それを後に師と仰ぐことになる山伏に救われた。
身よりもなく、両親を亡くした彼を山伏は不憫に思い自らの子としまた弟子とし育てることとした。
山での生活は筆舌に尽くし難いもので、幾度となく死にかけ、その度乗り越えていった。
15を迎えた日、師は彼にひとつの刀の柄を渡した。
「ワシの師から譲り受けたものじゃ。師もその師から、その師もまたその師から、受け継がれてきた」
「其の昔、まだ人の世を妖が闊歩していたころ、牛の巨躯をもつ蜘蛛の足を切り捨てた武人の遺骨だそうな」
「彼は死に瀕した際、自らの身骨で武具を拵えろと残したそうだ。それをもって魔を祓えと」
「そして今こうしてお前に受け継がれた、道を誤るなよ」
山伏はそういう残し、彼を旅に出した。少なからず生きられる武は授けた、あとは人として道を探すのだと。
彼は山を降り、里をめぐり、時に人を助け、時に人に助けられながら日々を過ごしていた。
ある日である、彼は霧深い足柄の山間を歩いていた。そんな時、目の前を年端もいかぬ童が森を抜け山道へ現れたのだった。
もう日も暮れ、彼自身もそろそろどこか身を寄せられる場所はないかと探していたころ。
どうにも怪しいと思ったものだが、彼が声をかける前に童は道を横切り、反対の森へと消えていったのだ。
慌てて彼が童の後を追うと、日の落ちたというのにまるで日輪のような輝きが、森の奥より溢れ出るではないか。
童といえばまるで吸い寄せられるかのように、その光へと歩みを進める。
やや、これは妖の仕業に違いないと思った彼は、ぱっと飛び出し童を抱き寄せた。
すると童は、はたとし、親もおらず見知らぬ森のなかにいるのが恐ろしくなったのか泣き出してしまった。
彼は童に優しく声をかけ、里への降り方を伝えてやった。童ははじめこそ首を横に振ったものの、彼の優しい声色と、その瞳を見ているうちに小さく頷いた。
彼はそっと童を送り出すと、光の方を向きかえる。
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